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北本市議会議員  

第３４号 
西仲通線のルート変更（遺跡迂回）を議会が容認 

小・中学校給食費無償化、令和５年度末まで延長 

西仲通線ルート変更に反対していた議員も 
遺跡迂回ルートを容認 

すでに何度かお伝えしているとおり、久保特定

土地区画整理事業の見直し（西仲通線ルート変

更・デーノタメ遺跡国史跡化）について、令和３年

９月に三宮市長が見直しを発表しました。 

見直しの内容は、①久保特定土地区画整理事

業から遺跡の範囲を除外する、②デーノタメ遺跡

は国史跡指定を受け公園として保存する、③西仲

通線は遺跡範囲を西側から迂回する、というもの

でしたが、このうち③について当時の啓和会、公

明党、諏訪善一良議員が反対し、令和４年３月の

定例会に市長が提案した関連予算が賛成多数

（賛成１０人、反対９人）で減額修正されました。 

しかし、今年４月の市長選挙で、見直しの実現

を公約に掲げた三宮市長が見直し反対派・諏訪

善一良候補を大差で退けたことや、見直しに向け

て市が地権者に理解を求め、県や県警とも協議

を重ね、見直し案の実現性が高まったことなどを

受け、今議会に提案された関連予算には議員全

員が賛成し、原案どおり可決されました。 

これにより、久保特定土地区画整理事業の見

直し（縮小）、西仲通線のルート変更（西側から迂

回）、デーノタメ遺跡の国史跡化は、三宮市長の

見直し案のとおり進む見通しとなりました。 

市長の見直し案容認にあたって 

議会から市長への要求（２つの決議） 

市長の見直し案が認められたことに伴い、議会

として２つの決議を全員賛成で可決しました。 

１つめは、西仲通線の整備について①桶川市

境から南大通線（県道３１２号線）までの早期整備、

②整備に当たっての交通安全、防災・減災、周辺

住民の騒音等生活環境への配慮、③沿道の市街

化区域への編入等「計画的なまちづくり」の推進、

④整備までの間の周辺道路における交通安全対

策の徹底の４点を求める決議です。 

２つめは、遺跡の保存活用に当たり用地取得・

施設整備・維持管理に多額の税金が投入される

ことから、費用対効果を十分に勘案して計画を策

定するとともに、市民の意見を聴いて計画に反映

させ、機運の醸成を図ることを求める決議です。 

２つの決議は、議会が市長の見直し案を認める

にあたっての条件とも言えるもので、確実に履行

されなければなりません。 

 

まずはデーノタメ遺跡の国史跡指定を目指す 

議会の議決を受け、まずは遺跡の国史跡化の

手続きを進めることになります。遺跡範囲の地権

者の概ね７割の同意が得られれば今年度中にも

文化庁に意見具申を行います。国史跡の指定は

文化審議会（文部科学大臣の諮問機関）が決定し

ます。早ければ来年秋にも指定される見通しです。 

国史跡化の手続きと並行して、西仲通線の都

市計画決定変更と久保区画整理事業の計画変

更の準備を進めます。これらはデーノタメ遺跡が

国史跡に指定されてから正式な手続きを始めま

す。西仲通線の都市計画決定変更は令和６年度

中、久保特定土地区画整理事業の計画変更は令

和７年度中となる見通しです。 
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 市内小・中学校の給食費無償化 

令和５年度末まで延長を決定 

市内小・中学校の給食費については、令和５年

度の６か月分についてすでに無償化が決定され

ていましたが、財源が確保できたことから令和５年

６月定例会に補正予算が提案され、今年度残り

の５か月分についても無償化が決定されました。 

給食費（小学校月４,５００円、中学校月５,２００

円）に食材費高騰分として１５％を上乗せして各

学校の給食会計に交付します。財源は国からの

交付金（新型コロナウイルス対策地方創生臨時

交付金）を活用します。 

なお、令和６年度分の給食費無償化について、

市長としては継続の意欲を示していますが、財源

の目途が立っていないため、現状では未定です。 

また、市外の小・中学校（特別支援学校等を含

む）に通う児童生徒について、現状では無償化の

対象とされていません。しかし、この無償化が物価

高騰の長期化を受けた保護者負担軽減策である

ことを考えれば、市外の学校に通う子どもを対象

外とする理由はありません。そこで、これらの児童

生徒も無償化の対象とすることを求める決議を提

案したところ、全員賛成により可決されました。 

新たなごみ処理施設等整備構想が完成 
令和１４年度の供用開始を目指す 

埼玉中部環境保全組合で進めている新ごみ処

理施設の整備について、今後策定する『新たなご

み処理施設等整備基本計画』の参考資料となる

『整備構想』が完成しました。まもなく組合のホー

ムページで公開されます。なお、建設予定地につ

いては、鴻巣市郷地安養寺地内に決定されてい

ます（令和５年２月１４日正副管理者会議で決定）。 

整備構想には事業スケジュールが示されており、

令和９年度から工事に着工し、令和１３年度に完

成。令和１４年度の供用開始を目指すとしていま

す。また、焼却施設の規模は日量１６５トン、施設

全体の参考施設整備費は２５７億１千万円（税込）

という金額が示されましたが、あくまでも現時点で

の概算ということで、ご理解ください。 

 

市議会改選後の新体制を決定！ 
議長に滝瀬光一、副議長に今関正美 

北本市議会は令和５年５月１８日に第１回臨時

会を開き、改選後の新体制を決定しました。 

議員による選挙で、議長には滝瀬議員、副議長

には今関議員が選ばれ、監査委員には島野議員

が選出されました。なお、常任委員会の委員は次

のとおりです（◎：委員長、○副委員長）。 

総務 

文教 

◎諏訪、○青野、大嶋、湯沢、今関、 

島野、滝瀬 （７人） 

健康 

福祉 

◎金森、○永井、斉藤、桜井、中村、 

現王園 （６人） 

建設 

経済 

◎村田、○高橋、毛呂、小久保、 

工藤、保角、岡村 （７人） 

議会 

運営 

◎岡村、○桜井、金森、保角、諏訪、 

湯澤 （６人） 

予算 

決算 

◎現王園、○小久保、 

議長を除く全議員 （１９人） 

また、一部事務組合の議員も選出され、私は前

期から引き続き、埼玉中部環境保全組合の議員

となりました。本市にとって新ごみ処理施設の整

備は最重要課題です。適正な施設が整備される

よう、しっかりと調査・審査をしていまいります。 
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